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図1 T-Tcにおける偏極度スペクトル 図2°T-10K における偏極度スペクトル
4.解析




















































Hex=200e 250e 4(X)e 570e
Ho,(Oe) .50 72 122 152
Hoz(Oe) 131 157 272 301
A/水°e) 80 80 120 100
㌔(sec.) 1.1×10-8 1.1×10-8 0.7x10-8 0.8×10-8
表1 シミュレーションによる伽ingで得 られたパラメータ｡ Ho は静的な磁場の大き
さを表す｡
5.まとめと展望
本実験により､Rb2CrC14の転移点 (Tc±0･01K)において､試料全体にわたった緩
和時間10-8sec程度の磁化の揺らぎが観測された｡ シミュレーションによる解析により､
この揺らぎは外部磁場をかけると抑えられてそれに垂直な方向にのみ存在し､その動的
性質は外部磁場によらないことが明らかになった｡ また､転移点以下においても､弱
磁場下(<1000e)では時間的､空間的にマクロなスケールで磁化が揺らいでいる可能
性が示唆された｡これらの結果は､この手法による磁化のマクロスケールでのスローダ
イナミクスの観測の有効性を示している｡
今後は､磁場の時間的揺らぎに関してさらに定量的な議論が行なえるよう､試料ま
わりや解析手法の改善を行なう予定である｡本手法が､スピングラス等ランダムな系に
おける遅い緩和現象の新たな観測手段となることが期待される｡
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